
八
阪
神
社
（
桜
井
市
）

莢莢

莢莢

宵
宮
当
日
の
八
阪
神
社
本
殿
‖
桜
井
市
高
田
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
桜
井
市
高
田
１
０
０

（
祭
神
）
素
戔
嗚
命

（
交
通
）
桜
井
駅
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
多
武
峯
線
浅
古
バ
ス
停
徒
歩

約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
な
し

（
電
話
）
な
し

郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊郊

古
墳
に
鎮
座
絵
馬
約

点

八
阪
神
社
は
桜
井
市
高
田

地
区
の
鎮
守
社
で
す
。
最
古

の
大
型
前
方
後
円
墳
の
一
つ

と
さ
れ
る
メ
ス
リ
山
古
墳
の

後
円
部
中
腹
に
、
南
向
き
に

鎮
座
し
ま
す
。

本
殿
は
２
０
２
２
年
、
拝

殿
は

年
に
修
復
さ
れ
て
い

ま
す
。
拝
殿
の
横
か
ら
後
円

部
墳
頂
に
上
り
、
竪
穴
式
石

室
の
天
井
石
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

拝
殿
に
は
明
治
時
代
前
半

の
も
の
を
中
心
に
、
絵
馬

点
余
り
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
丁
寧
に
描
か
れ
、
保
存

状
態
も
良
好
で
す
。
義
経
千

本
桜
、
妹
背
山
婦
女
庭
訓
、

天
の
岩
戸
、
神
功
皇
后
と

武
内
宿
禰
な
ど
の
他
、
大

正
天
皇
と
貞
明
皇
后
が
御
成

婚
さ
れ
た
時
の
肖
像
画
と
考

え
ら
れ
る
、
珍
し
い
絵
馬
が

あ
り
ま
す
。

境
内
に
は
江
戸
時
代
初
期

か
ら
末
に
か
け
て
の
石
燈
籠

が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
燈

籠
の

中

台
に
横
書
き
で

「
ケ
ン
ロ
ク
二
子
ン
」
（
元

禄
二
年
）
な
ど
の
文
字
が
記

さ
れ
た
珍
し
い
も
の
が
み
ら

れ
ま
す
。

地
区
の
祭
事
は
年
４
回
行

わ
れ
ま
す
。

月

日
夜
の

宵
宮
で
は
、
池
之
内
の
稚

桜
神
社
の
宮
司
を
迎
え
、

拝
殿
前
で
地
区
民
へ
の
祈
と

う
が
行
わ
れ
ま
す
。
以
前
は

前
日
に
宵
宮
、
当
日
に
屋
台

な
ど
が
出
て
盛
大
な
村
祭
り

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

少
子
化
に
よ
り
祭
り
の
規
模

は
縮
小
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

同
地
区
に
よ
り
祭
事
や
社
殿

が
大
切
に
守
り
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

辻
村
忠
司
）


